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東 海大学国際学科英語 プ ロ グラム の Content−Based　Approach にお ける日本人教

員 とネイテ ィ ブ数員の テ ィ
ーム ・

テ ィ
ー

チン グ
Tearn−Teaching　by　Japanese　and 　Native　Speaking　English　Teachers　in　the 　Content−Based　Engllsh
Program　for　the　Department 　of　lnternattonal　Sしudies ，Tokal　University

　　　　　　　　　　　　　東海大学 ：米澤美雪 、 ロバ ー
ト・ゲイナ

ー
、 岩田祐子

　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 Tokai　Univ．　 Myuki 　Yonezawa ，　Robert　Gaynor ，　Yuko　lwata

1996 年より始 まっ た国際学科 向けのContent−Based　Approach に よる英語 プロ グラ

ム の 大枠 の紹介は昨年、第 36 回JACET 全国大会 （1997 年 9 月 6 日〉で発表 したの

で 、 今回 はそ の後の プロ グラム の改革点、前回紹介で きなか っ たライテ ィ ン グ／ス ピー
キ

ン グの 内容 、 リ
ーディ ン グ／ リスニ ング （日本人教員J） と ライテ ィ ング／ス ピーキ ング

（ネ イテ ィ ブ教員 N ）の授業における連携、授業外 の 連携につ いて報告 したい。

1．国際学科芙語 プロ グラム の 1996 年度か ら 1998 年度へ の 改革 と概要

　　　 （1）Content−Based　Approach −一
学部 、 学科の ニ ーズに合 っ た英語 プロ グラム

を 目指 して 、国際学科の専門分野の基礎知識 とな りうる英語 の
”

content
”

を基礎に置いた

英語 プロ グラム で ある 。 学生の 専門分野 に関連す るテ ーマ へ の 接近 を 目的としなが ら、英

語力を高め よ うとする もの である 。

　　 （2 ） 1996 年国 際学科 2年生に のみ 実験的にパ イロ ッ ト ・プロ グラム を実施 。 1

997 年 に は東海大学のセ メス ター
制実施 と同時に 2 年生だけでな く 1年生に もプロ グラ

ム を実施 して いる。

　　 （3） 90 分 、 週 4 日の授業一 1年 2年とも英語 リーディ ン グ／ リス ニ ン グ （J担
当 、 週 2 日）そ して 英語 ス ピー

キン グ／ライ テ ィ ング （N 担 当、週 2 日） で 、英語 の週 4

日体制で ある 。

　　 （4 ）テ ィ
ーム ・テ ィ

ー
チ ングと レベル別編成一一国際学科の 1学年の 人数は約 100

名なの で これを 5ク ラス に割 り、J教員 とN教員でペ アに な り同
一

クラス を持つ 。 トッ

プ ・クラス
ー

つ と 4 クラス の 普通ク ラス を編成する 。

　　　　1996 年度　 2年生　トッ プ ・ ク ラス 1　　 普通ク ラス 3

　　　　1997 年度　1年生／ 2 年生　 トッ プ ・ク ラス 1　　 普通ク ラス 3

　　　　1998 年度　 1年生／ 2年生　 トッ プ ・ク ラス 1　　 普通ク ラス 4

　　 （5）扱 っ たテ
ー

マ ：J−N 教員間でcontent が重複す るよ う配慮 して 、 教材を収集 。

−Ll．IJLtlEII
1年生 春 World 　Awareness ／Culture／Social　lnteractions

　　　 秋 lssues　for　the　21st　Century ／Education ／Controversial　lssues
2年生 春 Our 　Country 　

，
　Our　Nation／Democra （y ／H   an   hts

　　　 秋 Environment＆ PopulationrWorld　Trade ／Diversity（Gender ＆

　　　　　　　　　 Ethnicity）

L9 ．1．1−lilx
1年生　1セ メス ターの テ

ー
マ を 3 か ら 2 へ 減 らす こ とを検討中 。

2年 生 春 Our 　Country ，　Our 　Nation／Environment＆

　　　　　　Population／World 　Trade

　　　　秋 Dem   racy ／Humati 　Hghts ＆ Diversity／Model 　United　 Nations
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ll．　　 Speaking’Writing　Components 　 2 年生の 場合

1996 年度　ス ピー
キ ング

ー一一 さ まざまな場面で使う（fUnctionに基礎をお い た）会

　　　　　　　 話表現の 習得を 目指 した。

　　　　　　　ライテ ィ ング
ー一一

パ ラグラフ作成の た めの さ まざまな文体 （Narrative，

　　　　　　　　DescriptiQn，
　Comparison　and 　Contrast，Opinion）の 習得に力点

　　　　　　　　が置かれた 。

1997 年度 　ス ピー
キン グー一一プロ グラム に 一年生 も入 り 、 1年次に function別の会

　　　　　　　　話表現を強化する の で 、 2 年生で は トピッ ク に対する 自分の 「意見の 言

　　　　　　　　い方」 、　 「討論の スキル」 に もっ と しぼるよ うに変えた 。

　　　　　　　ライテ ィ ン グー
春にopinion 　paragraphを 、 秋 に は argumentation

　　　　　　　　essay を書 くこ とを 目的に した。

川．　 テ ィ
ー ム ・テ ィ

ーチ ン グ とコ ーオーデ ィ ネ イシ ョ ン 　　2年 生の場合

　　 （1）教材

　　　　　リスニ ングの テキ ス トを除けば、 すべ て 教材は手作 りなの で 、6 つ の テ
ー

マ ご

とに教員間で分担 し、収集。特に ネイ テ ィ ブ教員の 場合は毎回の 教案の アウ トライン まで

作っ て 日本人含む他教員に コ ピーを回 した 。 日本入教員は教案は各自に任せ、教材の 進度

表を作 り、 歩調を確認 した 。

　　 （2 ） 日本人教員 とネイテ ィ ブ教員の 授業の連携

　　　　　リーディ ン グ、 リスニ ング 、 ス ピーキン グ、 ライテ ィ ン グを教材の 同
一

テーマ

で いか に リンクするか が、この プロ グラム の 目玉であろう。

一
つ の テ

ー
マ （た とえばOur

Country，
　Our　NationのJohn　F．　Kennedy の大統領就任演説）に対 して リ

ーディ ン グ／

リス ニ ン グク ラス （J教員）で は、それに 対す る基礎知識 を日本語 で十分理解させ 、学生

がそ の テ
ー

マ に対 して 考えた ことや 意見をは っ き りと 日本語で表現で きるように （情報を

受動 し発信の 準備）す る こ とがJ教員側の 目的で ある。同時に、読む、聴くの ス キル を学

習させる 。 そ して ス ピーキン グ／ ライテ ィ ングクラス （N教員） に橋渡 しを して 、 自分の

意見 を発信す る英語の ス キル を学習 し 、 テーマ に関 して 、 英語で 自分の意見 を言い 、書

け るよ うに指導する。実例を一つ と っ て 、連携の 有 り様を紹介する 。

　　　 （3 ） 同じク ラ ス を もつ パ ー トナ ーとの 連携

　　　　　その他授業の連携以外に重要なもの は、クラス 内の各学生の 課題へ の 取り組

み 、 進度に関 して情報交換をする こ とで ある 。 またス ピー
キン グカの 弱い学生にはJ教員

がN 教員との仲立ちをす る 。

IV． まとめ

　 1998 年度で この 英語 プロ グラムが始まっ てか ら 3年 目とな り 、 プロ グラム は軌道に

乗 っ て きてい る 。 国際学科の全面的な支援 （クラスサ イズの縮小化 、 リ
ー

ディ ン グルーム

の設置な ど） もあ っ て 、よ りきめ細か く学生 を指導でき るようにハ ー ド面がそ ろい つ つ あ

る。各年度末 には よ り効果的方向へ と、教材の見 直 しをして いる。 2年 生で国際問題

（global　issues）と英語力の 総括 として 「モ デル国連」 を最後に試すの も今年度の 新しい試

みで ある 。 学生の 取 り組み も 2 年 目に 比べ る とスムースで 再履修者が少ない 。 学生の 間で

は、とに か く生半可で は履修で きず大変だ との意見 もあるが、東海の協定留学校に 「国

際」の学生が大幅 に増加 し合格 して お り、 大変だが満 足度 が高 い プロ グラムだと支持する

声が多い 。
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